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道北北部のICT連携ネットワークは2013年にスタートしました。誕生してから丁度10年になり

ます。当時院長だった佐古先生が、日本で最も北にあるネットワークだから、ポラリス（北極

星）ネットワークにしましょうと名付けてくれました。最初の運用は、遠隔救急トリアージから始

まり、その結果、搬送決定までの時間が大幅に短縮され、また約2割が搬送不要となったこと

で救急の効率化に役だったと考えています。その後、紹介、逆紹介における医療情報共有に

も利用されるようになり、参加施設も徐々に増えていきました。一方、2013年は、社会保障制

度改革国民会議から、地域包括ケアシステムを構築するようにとの答申が出された年でもあ

りました。名寄市においては、2017年に行政、医療、介護、市立大学から有志が集まり、名寄

版地域包括ケア構築WGが発足しました。当時、地域連携室長であった私もそのメンバーとな

り、幾度となく議論を重ねた中で、医療介護連携には、患者＝利用者さんの情報共有が非常

に大切であり、これまでの電話、FAXなどの紙運用だけでは、非常に効率が悪く、ICTを用いた

情報共有の基盤を作ろうという方針が決められました。それを受け、医療連携に使用されてい

たポラリスネットワークをアップグレードし、医療介護連携ツールを加えた「ポラリスネットワー

ク(ver2.0)」を立ち上げることになりました。紆余曲折はありましたが、関係者の熱意と協働で

2021年より本格稼働させることができました。お陰様で、名寄市内のほぼ全ての医療機関は

もちろんのこと、包括、調剤薬局、介護事業所など60施設がネットワークに参加し、登録者も

1400名（介護認定者の82％）を超え、活発に情報交換、共有が行われています。今後、ポラリ

スネットワークの未来、青写真はどのようなものになるでしょうか。確たるビジョンがあるわけで

はありませんが、願いとしては、名寄版地域包括ケアシステムの情報共有プラットフォームで

あるポラリスが近隣の市町村にもその輪が広がり、定住自立圏（士別、下川、美深など）の皆

様に使われるネットワークになればと夢見ています。今後とも皆様のご助力、ご協力を宜しくお

願い申し上げます。

患者総合支援センター長

酒井 博司



2013年に道北北部医療圏の救急医療支援のために整備したポラリスネットワークは、10年

経って新たに2.0として生まれ変わりました。採用した新システムID-LINKは１患者１地域１カル

テの理想を目指したもので、一人の患者が地域の複数の医療機関を通院している場合、各々

の診療情報を連結して一画面で参照することができます。情報を公開しているのは当院のほ

か、市立稚内病院、枝幸国保病院、浜頓別国保病院、美深厚生病院、風連国保診療所、たに

内科クリニックと士別市立病院、町立下川病院、猿払村国保病院がこれから予定しています。

また名寄市内の調剤薬局の調剤情報も公開されています。

ID-LINKには公開型施設のほか、これらの情報を参照する参照型施設用システムがあります。

現在では道北北部の公的医療機関にはすべて配置しています。当院にご紹介いただいた患

者の外来検査結果や入院中の診療情報をすべてご確認いただけます。画像も自院のPCにダ

ウンロードできるのでCDは不要となります。ただし診療情報提供書は国の規定により紙による

運用のままです。

参照型システムの利用をご希望される医療機関は情報管理センターまでご連絡ください。イン

ターネットに接続できるPCがあれば利用料金は無料です。

また名寄市ではID-LINKを地域医療機関（医歯診療所、薬局、訪問看護、リハ施設、老健、特

養）と地域包括支援センター、居宅介護支援事業所（ケアマネジャー）にも公開しているので当

院との入退院調整や外来での連携に大きな効果を得ています。医療情報の介護施設への公

開については利用者本人の文書同意が必要となるなど自治体単位で運用ルールを策定する

必要がありますが、名寄市での事例については詳しくご案内できますのでお気軽に情報管理

センターまでお問い合わせください。

名寄市立総合病院情報管理センター（01654-3-3101 もりや）

情報管理センター長

守屋 潔



4月に着任した医師を紹介します。

令和5年度は、18診療科70人体制で診療業務を行っております。
4月1日付で着任した18名の医師を紹介します。
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みなさま、はじめまして。

令和5年4月より患者総合支援センターに入職しました、

小笠原 彩佳です。出身は札幌ですが、10年ほど前に名寄へ転居し、

前職は障害者支援施設にて生活支援員の仕事をしていました。

暑い夏、寒い冬に大分身体も鍛えられてきましたが、星空が澄んでい

て綺麗なところ、お米や野菜がとても美味しいところ、また、人のあた

たかさにも沢山触れて、すっかり名寄に魅了されています。

まだまだわからないことだらけではありますが、これまでの経験も活か

しながら、必要な時に安心して相談していただける様な医療ソーシャ

ルワーカーになれるよう、努めてまいります。よろしくお願いいたします。

皆様はじめまして。令和5年4月から患者総合支援センターに入職しま

した佐藤です。今年の3月までは札幌の専門学校で4年間、社会福祉

を中心に学んでいました。地元が名寄ということもあり、地域に少しでも

恩返しがしたいという思いで戻ってきました。

新卒1年目でまだまだ未熟ですが、先輩方から色々業務を教わり、医

療ソーシャルワーカーとしてより良い医療を提供できるよう努めていき

たいと思いますので、よろしくお願い致します。



（初診の予約は連携室経由の紹介のみ。再診は予約制です。）

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

第1診 井 澤 出 張 医 豊 嶋 / 出 張 医 井 澤 尾 野 第 １ 白 井 白 井 白 井

第2診 藤 保 酒 井 尾 野 酒 井 豊 嶋 第 ２ 徳 光 徳 光 徳 光

検 査 検 査

月 火 水 木 金 （初診・再診とも予約できます。）

予　約 石 田 渡 邊 森 田 永 末 / 出 張 医 月 火 水 木 金
予約済新患 渡 邊 石 田 永 末 / 出 張 医 産　科 小 野 大 石 今 田 野 澤 中 村

婦人科 野 澤 野 澤 大 石 今 田 小 野

手 術 手 術 手 術

産　科 （ １ ヶ 月 健 診 ） 小 野 （婦人科） 中村 大 石 今 田

（完全予約制です。初診は紹介状が必要です。） 婦人科 小 野 大 石 / ※ 北 村 担 当 野 澤 中 村

月 火 水 木 金 ※第４週/婦人科・スポーツ支援外来
※ 出 張 医

※ 出 張 医 （完全予約制です。）

※毎月第１、第３水曜日のみ 月 火 水 木 金

第 １ 南 南 南 / ※ 出 張 医 南 南

（初診の予約は連携室経由の紹介のみ。再診は予約制です。） 第 ２ 横 山 横 山 横 山 横 山 横 山

月 火 水 木 金 第 １ 南 南 南 / ※ 出 張 医 南

再　診 鈴 木 芹 川 鈴 木 / 寺 澤 柳 原 / 菅 井 宮 澤 第 ２ 横 山 横 山 横 山 横 山

初　診 ※第2・4水曜日は出張医になります。

予約外

（初診・再診とも予約できます）
（完全予約制。紹介状の方は連携室経由、健診結果持参の方は予約センターで予約です。） 月 火 水 木 金

月 火 水 木 金 齋 藤 ／ 野 澤 齋 藤 ／ 野 澤 齋 藤 ／ 野 澤 齋 藤 ／ 野 澤 齋 藤 ／ 野 澤

浅 井 浅 井 浅 井 浅 井 浅 井 齋 藤 ／ 野 澤 齋 藤 ／ 野 澤 手 術 齋 藤 ／ 野 澤 齋 藤 ／ 野 澤

（完全予約制です。）

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 土

第 １ 平 野 室 野 室 野 室 野 平 野 第 １ 山 下 出 張 医 山下 ／出 張医 山 下

第 ２ 齊 藤 堀 井 中 村 平 野 泉 第 ２ 日 下 部 山 下 日 下 部 検 査 / 手 術 日 下 部

第 １ 泉 齊 藤 久 保 田 堀 井 中 村 透析室 透 析 透 析 透 析 透 析 透 析 透析
第 ２ 齊 藤 堀 井 中 村 平 野 泉 第 ２ 検 査 手 術 検 査 手 術 検 査

久 保 田 中 村 小 野 田 透析室 透 析 透 析 透 析

小 野 田 久 保 田

平 野 （初診・再診とも予約できます。）

月 火 水 木 金

（初診・再診とも予約できます。） 第 １ 出 張 医

月 火 水 木 金 第 ２ 松 本 松 本 松 本 松 本 松 本

再診：竹林/依田 再診：竹林/桑谷 第 ３ 大 石 大 石 大 石 大 石 ※大石/出張医

初診：　桑　谷 初診：　依　田 第 １ 出 張 医

手 術 手 術 手 術 手 術 第 ２ 松 本 松 本

※月曜日の初診・再診と水曜日の初診は、午前10時から診療します。 第 ３ 大 石 ※大石/出張医

※水曜日の午後は原則予約のみです。 ※第2・4金曜日は出張医になります。

（初診・再診とも予約できます。）

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

再 診 今 西 / 野 口 今 / 野 口 今 西 / 野 口 今 / 野 口

初 診 野 口 今 西 今 / 今 西 今 野 口

手 術 手 術 手 術 午後 再診

（初診・再診とも予約できます。）

月 火 水 木 金 （初診・再診とも予約できます。）

第１ 小 野 沢 村 住 小 野 沢 小 野 沢 村 住 月 火 水 木 金

第2 村 住 宮 澤

第3 市 原 市 原 市 原

検 診 手 術 検査・総回診 手 術 手 術

（予約は行っていません。）

月 火 水 木 金

森田/立川/松田 森田/立川/松田 森田/立川/松田 森田/立川/松田 森田/立川/松田

小児心臓外来、小児神経発達外来、小児内分泌外来、ｱﾚﾙｷﾞｰ外来、ストーマ外来、乳腺外来（乳がん検診） ※紹介する場合は、事前に担当医師への連絡が必要
※緊急性のある疾患は、症状により当院各科または他の医療機関へ問い合わせ

午       後

総 合 内 科

産婦人科母親学級：毎月 第２・４火曜日  １４時～。　　　　不妊不育症外来、更年期外来 午　　前

特殊外来一覧 

午        後

整 形 外 科
ペインクリニック外来

午　前 午　　前

午　　後

午 後

心 臓 血 管 外 科 心療内科・精神科
（初診・再診とも予約できます。午後の再診は完全予約制です。）

午　　　　前 手 術
和泉/眞岸

白坂/大久保
手 術

眞　岸
白坂/大久保

手 術 午　前

手 術

午　後 手術 手術 手術

午　前

午　後

午　　　後

ア レ ル ギ ー
皮 膚 科

１ ヶ 月 健 診

午　前
午　　　前

糖尿 病・ 代謝 内科

午　　　　前 午        後

小 児 科
（１か月健診と予防接種は予約センター、専門外来は小児科外来で予約できます。）

泌 尿 器 科

午        前

耳 鼻 咽 喉 科

（初診は予約できません。月曜及び水曜は、手術のため休診となります。）

（初診の予約は連携室経由又は、予約センターで行っています。完全予約制です。）

午　後

診 療 体 制 一 覧
令和5年8月

手術

外 科

午     　  前 手 術 手 術

予 防 接 種

午 前

神 経 内 科

午 後
眼 科

午　前

消化器内科
午　後

午　前
柳 原 菅 井 宮澤 芹川 寺 澤

循環器内科 脳神経外科

午　前 午　前
手術

午        後

呼吸器内科
産 婦 人 科

午前

午　前
※当日受診の院内紹介はＤｒ．toＤｒ．で相談をお願いします。

病院広報誌「あかげら」【発行】名寄市立総合病院 【編集・事務局】患者総合支援センター TEL（01654）3-3101 内線：1489、1490、1491、1492

ＴＥＬ：(01654) 3 - 3101 (代表)

代表連絡先

名寄市立総合病院

ＦＡＸ：(01654) 2 - 0567 (代表)

〒096-8511 北海道名寄市西7条南8丁目1番地

FAX：(01654) 3 - 3107 (予約専用)

FAX：(01654) 9 - 2111 (退院支援)

患者総合支援センター 直通

http://www.nayoroch.jp/


